
科学力向上とグローバル人材育成に注力
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地域から世界 に  ともに未来を拓こう

・お肌とメイクの専門店 おぎの
・司中野建設（株）
・カリフォルニアキッチン W

○わが社のかがやきびと
早水美和さん／牛山電工株式会社
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今月の言葉「三昧」
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特集 S P E C I A L

　ノーベル物理学賞を受賞した東京大学教授の
梶田隆章氏は、東松山市出身で、埼玉県立川越高
等学校の卒業生だ。同校は県下でも有数の進学校
で、創立から116年経つ、伝統ある男子校だ。自主
自立の校風は、生徒の持つ力をより一層育み、文
化人や学者などの著名人を多く輩出している。近
年は、科学力の向上とグローバル人材の育成にさ
らに力を入れている。将来、第2、第3のノーベル賞
受賞者が生まれるかもしれない。伝統校の新たな
取り組みを紹介する。

科
学
の
最
先
端
学
ぶ
Ｓ
Ｓ
Ｈ

2010年、同校は梶田氏による講演「ニュートリノと宇宙と素粒子」を行った。
さらに話を聞きたいと、物理部や地学部など理系の生徒が控室を訪れた。

埼玉県立川越高等学校埼玉県立川越高等学校

埼玉県立川越高等学校
●住　所：川越市郭町2-6／TEL：049（222）0224

梶田隆章氏

科学力向上とグローバル
人材育成に注力

ノーベル物理学賞を受賞し、記者会見する東京大学宇宙線研究所所長の梶田隆章氏（提供：東京大学）。

後日、当誌が連絡し「印象に強く残っている川越の地は」と問うと、梶田氏は「喜多院を含め川越高校の周りの少し昔の雰囲気」と答えてくれた。

映画上映後、テレビドラマ化された作品「ウォーターボーイズ」のモデルになった水泳部が有名だが、文化面でも活躍中。今年度、物理部は
中国で行われたロボカップ2015合肥（ごうひ）世界大会で6位に入賞したほか、美術部と新聞部は全国高等学校総合文化祭に出場した

（美術部は3年連続）。運動部では弓道部がインターハイ個人戦で準優勝した。部活動には生徒全員が加入することになっており、運動部
16団体、文化部22団体がある。

部活動

沿革（概略）

埼玉県第三尋常中学校として開校
埼玉県立川越中学校と改名
学校教育法により埼玉県立川越高等学校を設置
創立100周年記念式典
スーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定校
SSH指定校（2期目）

1899（明治32）年
1901（明治34）年
1948（昭和23）年
1999（平成11）年
2006（平成18）年
2011（平成23）年

●生徒数：1144人／普通科
●校　長：青木勇藤

「梶田先生はノーベル賞を受賞されると以前からうわ
 さされていました。毎年、受賞者の発表前にはマスコミ
 各社から取材協力を依頼する電話がありました」。

「私も卒業生で、梶田先生より一つ上の学年ですが、
 残念ながら当時の記憶はありません。先日、来校
 された梶田先生は穏やかで物静かな印象でした」。

青木勇藤 校長（右）：

小川　剛 教頭（左）：

祝・ノーベル賞受賞

平成26年度（27年春） 合格実績
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東京大
東京工業大
一橋大
東京農工大
東京学芸大
東京芸術大
東京外国語大
東京海洋大
電気通信大
横浜国立大
新潟大
京都大
大阪大
神戸大
九州大
首都大学東京
横浜市立大
国公立医学部
その他の大学
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早稲田大
慶應義塾大
上智大
東京理科大
明治大
青山学院大
立教大
中央大
法政大
学習院大
芝浦工業大
私立医学部
その他の大学
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845
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（1）
（3）
（1）
（4）

（10）

110
35
22

120
162
22
52
50
74
13
69
12

335

（65）
（22）
（13）
（64）

（103）
（16）
（29）
（21）
（35）
（3）

（26）
（2）

（185）

124
35
34
98

145
13
83
64
88
23
72
4

288

（89）
（17）
（19）
（45）
（86）
（8）

（48）
（27）
（48）
（8）

（35）

（115）

105
29
33
70

140
13
46
58
62
16
35
5

233

（80）
（19）
（24）
（37）
（85）
（8）

（37）
（34）
（38）
（10）
（13）
（2）

（115）

3

特
集
：
祝
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞 

梶
田
隆
章
氏

行
事
予
定
／
新
会
員
紹
介

事
業
案
内
・
報
告
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応

こ
ち
ら
中
小
企
業
相
談
所
／
ド
イ
ツ
視
察
団
来
川

か
わ
ご
え
イ
ン
フ
ォ
／
グ
ー
テ
ン･

タ
ー
ク

か
が
や
き
び
と
／
今
月
の
言
葉



定
さ
れ
て
い
る
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
１
期
目
、

５
年
間
の
成
果
が
全
国
ト
ッ
プ
10
に

認
め
ら
れ
、
２
度
目
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定

（
５
年
間
）
を
受
け
、
現
在
は
10
年

目
だ
。

　「
知
の
融
合
」
を
テ
ー
マ
に
、
学

校
独
自
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
科
目
を
設
け
、
授

業
を
展
開
し
て
い
る
。地
球
や
宇
宙
、

生
命
と
物
質
な
ど
、
自
然
科
学
の
全

分
野
を
融
合
し
た
最
先
端
科
学
を
大

学
な
ど
の
研
究
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
学
び
、
研
究
し
て
い
る
。

　
研
究
の
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
う
Ｓ
Ｓ
Ｈ
運
営
指
導
委
員
は
、

前
出
の
神
部
氏
が
長
く
務
め
、
２
０

１
３
年
か
ら
は
今
回
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

受
賞
し
た
梶
田
氏
が
着
任
し
て
い

る
。
年
２
回
来
校
し
、
生
徒
の
研
究

発
表
を
見
聞
き
し
た
後
、
助
言
を
し

て
い
る
。
最
近
で
は
９
月
に
梶
田
氏

が
来
校
し
、
生
徒
の
研
究
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

　
科
学
分
野
の
第
一
人
者
に
よ
る
講

演
会
も
開
い
て
お
り
、
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
受
賞
者
の
小
柴
昌
俊
氏
な
ど

が
登
壇
し
た
。
さ
ら
に
、
国
立
天
文

台
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
施
設
の
見

学
を
行
い
、
第
一
線
の
研
究
者
か
ら

研
究
施
設
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
研
究
成
果
は
、
毎
年
２

月
に
校
内
の
生
徒
研
究
発
表
会
で
生

　
私
立
も
含
め
、
県
内
で
は
ど
の
高

校
も
行
っ
て
い
な
い
実
践
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
と
い
う
。
短
期
留
学
に
参

加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
自
分
の
人
生

を
変
え
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ

た
」「
自
発
的
に
行
動
し
な
い
と
何

も
得
ら
れ
な
い
」
な
ど
と
い
う
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。
青
木
校
長
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
つ
に
は
、
や

は
り
経
験
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、
普
段
の

学
習
活
動
、
部
活
動
、
特
別
活
動
な

ど
に
加
え
、
希
望
す
る
生
徒
に
は
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
を
見
据
え
た
『
経
験

す
る
場
』
を
与
え
る
仕
掛
け
を
常
備

し
て
お
く
べ
き
で
す
」
な
ど
と
話
し

て
い
た
。

徒
２
５
０
人
、
40
グ
ル
ー
プ
が
プ
レ

ゼ
ン
や
実
験
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
で
発
表
し
て
い
る
。
中
に

は
英
語
で
発
表
す
る
グ
ル
ー
プ
も

あ
る
。

　
校
外
の
コ
ン
テ
ス
ト
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

研
究
発
表
を
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
全
国
規
模
の
大
会
で
成

果
を
出
し
て
き
た
。
今
年
度
は
、
物

理
部
が
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
で
19

チ
ー
ム
中
６
位
に
な
っ
た
ほ
か
、
個

人
が
全
国
物
理
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
で
銅
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
活
躍

は
目
覚
ま
し
い
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
の
川
越
女
子
高
校

と
、
川
越
市
内
の
川
越
南
高
校
、
川

越
初
雁
高
校
と
共
に
、
生
徒
が
先
生

役
に
な
っ
て
地
元
の
小
中
学
生
を
教

え
る
科
学
教
室
も
行
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
か
ら
は
、
視
野
を
世
界
に

広
げ
、
英
語
で
発
信
が
で
き
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

独
自
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始

め
た
。
３
つ
の
段
階
を
設
け
、
徐
々

に
高
度
な
内
容
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
く
。
最
初
は
１
年
生
全
員
が

対
象
で
、
各
ク
ラ
ス
に
１
人
、
東
南

ア
ジ
ア
な
ど
英
語
圏
以
外
の
国
か
ら

の
留
学
生
を
講
師
と
し
て
招
き
、
異

文
化
交
流
を
行
う
。
以
降
は
全
学
年

の
希
望
者
が
対
象
で
、
次
の
段
階
で

は
、
夏
季
休
業
期
間
中
に
ア
メ
リ
カ

の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
の
学

生
が
来
校
し
、
５
日
間
の
集
中
講
座

を
開
く
。１
日
５
時
間
、英
語
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
。

　
最
終
ス
テ
ッ
プ
は
、
学
年
末
休
業

中
に
行
う
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大

学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）

へ
の
短
期
留
学
だ
。
渡
米
す
る
３
カ

月
前
か
ら
、
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
練
習
し
、
当
日

に
備
え
る
。
現
地
で
過
ご
す
９
日
間

は
、
大
学
内
外
で
学
生
や
研
究
者
、

社
会
人
な
ど
と
交
流
す
る
。

埼玉県立川越高等学校

梶田隆章氏
科学力向上とグローバル人材育成に注力

祝・ノーベル賞受賞
S P E C I A L 特集

2014年度の短期留学で生徒がカリフォルニア州立大学
ロサンゼルス校のキャンパスを訪れた。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
中
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案内

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
ク
ー
ル
開
催

　

昨
今
の
厳
し
い
企
業
環
境
に
も

柔
軟
に
対
応
し
、
会
社
を
変
え
る

発
想
法
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
目

的
と
し
た
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス

ク
ー
ル
」
を
開
講
し
ま
す
。
講
義

は
全
３
回
行
わ
れ
、
講
師
と
受
講

生
と
の
対
話
形
式
で
進
行
し
ま

す
。
次
代
を
担
う
意
欲
あ
る
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
中
堅
社
員
の
方
の

お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
講
座
内
容
・
日
時

第
１
回　

平
成
28
年
１
月
14
日（
木
）

　
「
経
営
戦
略
は
こ
う
考
え
る
！
」

第
２
回　

２
月
18
日
（
木
）

　
「
こ
こ
だ
け
で
い
い
！
決
算
書
活
用
術
」

第
３
回　

３
月
10
日
（
木
）

　
「
人
を
変
え
る
！
会
社
を
変
え
る
！
」

　

各
日
と
も
14
時
～
17
時

●
会
場

　

当
所　

大
会
議
室

●
講
師

　

渡
辺　

政
之 

氏

　
（
渡
辺
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　

代
表　

中
小
企
業
診
断
士
）

　

詳
細
は
巻
末
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

事業所名 代表者 業　種 住　所 TEL･URL

YO警備 尾熊　泰夫 警備業 川越市伊勢原町1-11-9 049（234）3300

ファーストスレッド㈱ 表　健太郎 各種商品小売業 川越市砂新田4-4-5
田川ビル202

050（5587）3266
http://first-thread.com

（株）シーテージャパン マガテゲ ペレーラ
チャンディカ サマンタ

その他の食品・飲料卸
売業

川越市新宿町1-17-17
ウェスタ川越504号室

049（293）9696
http://www.ceythe.co.jp

健康サポートセンター　
吉祥庵 柳元　和哉 衣料品・化粧品小売業 鶴ヶ島市藤金879-22 049（270）8456

http://kansha1ban.jimdo.com

（株）ランド・クリエイト 工藤　勝巳 建売業・土地売買業 川越市的場1281-26 049（237）5011
http://land-create.com

（株）ミラーテック 丸尾　輝幸 自動車部分品・附属品
製造業 川越市芳野台2-8-15 049（298）8846

http://www.mirrortech.jp

（株）オモシロホンポ 埼玉支社 川上健太郎 広告業 川越市仙波町2-2-49 049（227）7207

橋口技術士・中小企業診断士事務所 橋口　政弘 中小企業診断士 ふじみ野市うれし野2-10-1-1505 049（261）4750

：総務経理グループ 049（229）1810

：会員サービスグループ 049（229）1820
　（共　　　　済） 049（229）1830
　（検定センター） 049（229）1840

：経営支援グループ 049（229）1850
 049（229）1860

：ウェスタ川越オフィス 049（265）8860

総 経

ウ
会

お問い合わせ先

川越商工
会 議 所 事業案内･報告

1　

月

日
曜

予
定
事
業･

開
催
場
所

3
日
初
大
師
（
喜
多
院
）

4
月
仕
事
始
め

7
木
新
年
名
刺
交
歓
会（

川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

14
木

日
本
政
策
金
融
公
庫　

定
例
相
談
会

（
会
議
所
）

第
１
回
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
議
所
）

12
月･

１
月
の
予
定

予定
12　

月

日
曜

予
定
事
業･

開
催
場
所

10
木
日
本
政
策
金
融
公
庫　

定
例
相
談
会

（
会
議
所
）

12
土
出
愛
♡
ふ
れ
愛
恋
の
花
咲
く
バ
ス
ツ
ア
ー

13
日
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
／
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
試
験
（
市
内
）

14
月
常
議
員
会
（
会
議
所
）

年
末
調
整
指
導
会
（
～
18
日
：
会
議
所
）

20
日
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
検
定
試
験
（
市
内
）

28

月
仕
事
納
め

5

特
集
：
祝
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞 

梶
田
隆
章
氏

行
事
予
定
／
新
会
員
紹
介

事
業
案
内
・
報
告
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応

こ
ち
ら
中
小
企
業
相
談
所
／
ド
イ
ツ
視
察
団
来
川

か
わ
ご
え
イ
ン
フ
ォ
／
グ
ー
テ
ン･

タ
ー
ク

か
が
や
き
び
と
／
今
月
の
言
葉



　

当
所
で
は
現
在
、
優
良
従
業
員

表
彰
の
推
薦
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
従
業
員
の
貢
献
意
欲
向
上

策
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
制
度
を

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

～
要
項
（
抜
粋
）～

■
開
催
日

　

平
成
28
年
２
月
15
日
（
月
）

　
　

18
時
～
20
時

（
表
彰
式
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
）

■
場　

所　

川
越
東
武
ホ
テ
ル

■
表
彰
種
別
・
資
格
・
負
担
金

・
特
別
永
年
勤
続
者

　

�

勤
続
年
数
が
30
年
以
上
で
あ
る

こ
と
（
昭
和
60
年
９
月
１
日
以

前
の
入
社
）

［
１
名
に
つ
き
２
０
０
０
０
円
］

・
永
年
勤
続
者

　

�

勤
続
年
数
が
10
年
以
上
で
あ
る

こ
と
（
平
成
17
年
９
月
１
日
以

前
の
入
社
）

［
１
名
に
つ
き
１
０
０
０
０
円
］

・
優
良
従
業
員

　

�

事
業
主
の
推
薦
に
よ
る
（
勤
続

年
数
不
問
）

［
１
名
に
つ
き
７
０
０
０
円
］

推
薦
締
切
日
：
12
月
18
日
（
金
）

※�

負
担
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
勤
続
年
数
の
基
準
日
：

　
　

平
成
27
年
９
月
１
日

※�

特
別
永
年
勤
続
者
・
永
年
勤
続

者
は
、
同
一
企
業
に
永
年
に
わ

た
り
勤
務
し
、
成
績
極
め
て
優

秀
に
し
て
、
他
の
模
範
と
な
る

方
で
、
事
業
主
の
推
薦
に
よ
り

ま
す
。

※�
本
表
彰
式
の
同
一
種
別
の
受
賞

歴
が
あ
っ
て
も
再
推
薦
が
可
能

で
す
。

※�

申
込
書
の
様
式
は

　

http://w
w

w
.kaw

agoe.or.jp

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

会
員
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
２
９
）
１
８
２
０

第
67
回 

優
良
従
業
員
表
彰 

推
薦
受
付
中

案内

前回の表彰式の様子

　

10
月
４
日
、
初
雁
球
場
に
お
い

て
、
出
場
30
チ
ー
ム
の
頂
点
を
決

め
る
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
初
優
勝
を
目
指
す

武
州
製
薬
㈱
と
５
年
ぶ
り
の
頂
点

を
目
指
す
武
州
ガ
ス
㈱
の
一
戦
と

な
り
ま
し
た
。

　

６
回
ま
で
両
者
無
得
点
と
一
歩

も
譲
ら
な
い
展
開
で
し
た
が
、
最

終
回
に
武
州
製
薬
㈱
が
２
点
を
挙

げ
、
攻
守
が
変
わ
っ
た
後
も
危
な

げ
な
い
守
備
で
失
点
ゼ
ロ
、
接
戦

を
も
の
に
し
ま
し
た
。
武
州
製
薬

㈱
は
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

報告

第
70
回 

川
越
職
場
対
抗
野
球
大
会
が
閉
幕

【
成
績
】

優　

勝
：
武
州
製
薬
㈱

準
優
勝
：
武
州
ガ
ス
㈱

三　

位
：
本
田
金
属
技
術
㈱

三　

位
：
東
洋
エ
ア
ゾ
ー
ル
工
業
㈱

Ｍ
Ｖ
Ｐ
：
金
子 

大
貴 

選
手

　
　
　
　
（
武
州
製
薬
㈱
）

敢
闘
賞
：
長
谷
川 

翔
太 

選
手

　
　
　
　
（
武
州
ガ
ス
㈱
）

敢
闘
賞
：
小
林 

誠
人 

選
手

　
　
　
　
（
本
田
金
属
技
術
㈱)

敢
闘
賞
：
中
村 

諒
平 

選
手

　
　
　
　
（
東
洋
エ
ア
ゾ
ー
ル
工
業
㈱
）

　

次
回
、
第
71
回
大
会
の
参
加
募

集
は
、
平
成
28
年
３
月
ご
ろ
に
行

う
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

優勝した武州製薬㈱

ＭＶＰの金子選手（武州製薬㈱）と
敢闘賞受賞の長谷川選手（武州ガス㈱）

武
州
製
薬
㈱
が
初
優
勝
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部
会
・
委
員
会
な
ど
の
各
種
会

議
が
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

■
第
４
回
常
議
員
会

【
日
時
】
11
月
５
日

【
議
題
】

①
新
入
会
事
業
所
承
認
に
つ
い
て

■
第
２
回
総
務
・
会
員
増
強
委
員
会

【
日
時
】
11
月
９
日

【
議
題
】

①
諸
規
則
変
更
案
に
つ
い
て

②
上
半
期
収
支
状
況
に
つ
い
て

③�

平
成
28
年
度
委
員
会
事
業
計
画

お
よ
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

④
新
年
名
刺
交
歓
会
に
つ
い
て

⑤
優
良
従
業
員
表
彰
式
に
つ
い
て

■
第
１
回
広
報
・
情
報
委
員
会

【
日
時
】
11
月
17
日

【
議
題
】

①�

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
事
業
の
進
捗

に
つ
い
て

②�

会
報
「
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」
制

作
業
者
の
コ
ン
ペ
に
つ
い
て

川越市プレミアム付き地域商品券

※有効期間、換金期間を過ぎた場合は無効となります。

有効期間
換金期間

平成28年1月11日（月・祝）まで
平成28年1月22日（金）まで

ご注意ください !!

常
議
員
会
・
部
会
・
委
員
会
開
催
報
告

報告

■
第
２
回
広
報
・
情
報
委
員
会

【
日
時
】
12
月
９
日

【
議
題
】

①�

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算

に
つ
い
て

■�

小
規
模
事
業
支
援
委
員
会　

正

副
委
員
長
会
議

【
日
時
】
12
月
１
日

【
議
題
】

①�

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算

に
つ
い
て

②�

平
成
27
年
度
事
業
第
４
四
半
期

事
業
に
つ
い
て

■
第
２
回
事
業
活
性
化
委
員
会

【
日
時
】
10
月
19
日

【
議
題
】

①�

オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
商
工
会
議

所
来
川
に
つ
い
て

②�

今
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
生
相
互

派
遣
事
業
に
つ
い
て

③
今
年
度
婚
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

■
第
３
回
事
業
活
性
化
委
員
会

【
日
時
】
11
月
26
日

【
議
題
】

①�

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算

に
つ
い
て

■
Ｒ
Ｄ
21
委
員
会

　
（
財
務
基
盤
強
化
特
別
委
員
会
）

【
日
時
】
11
月
２
日

【
議
題
】

①�

現
状
の
会
議
所
組
織
と
財
務
状

況
に
つ
い
て

②
収
益
事
業
に
つ
い
て

③�

商
工
会
議
所
事
業
の
精
査
に
つ

い
て

■
第
１
２
４
回
青
年
部
役
員
会

【
日
時
】
11
月
10
日

【
議
題
】

①
第
44
回
交
流
会
に
つ
い
て

②
第
15
回
全
体
協
議
会
に
つ
い
て

■
第
44
回
青
年
部
交
流
会

【
日
時
】
12
月
８
日

【
講
演
会
】

　
「
生
活
の
中
の
神
の
道
」

　
　

川
越
八
幡
宮

宮
司　

榊
原
祥
光
氏

■
第
５
回
女
性
会
役
員
会

【
日
時
】
11
月
16
日

【
議
題
】

①�

女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
（
会

議
所
女
性
会
・
県
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ス
課 

共
催
事
業
）
に
つ
い
て

②�

会
員
交
流
会
（
ク
リ
ス
マ
ス
・

デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
）
に
つ

い
て

③�

会
員
交
流
会
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
）
に
つ
い

て
■�

埼
玉
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

役
員
研
修
会
お
よ
び
第
３
回
役
員
会

【
日
時
】
11
月
20
日

【
議
題
】

①�

平
成
27
年
度
埼
玉
女
性
セ
ミ

ナ
ー
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

②�

第
31
回
埼
商
女
性
連
通
常
総
会

に
つ
い
て

③�

関
東
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
理
事
候
補
者
の
選
出
に
つ
い

て
■�

女
性
の
た
め
の
働
き
続
け
る
応

援
セ
ミ
ナ
ー

【
日
時
】
11
月
25
日

ヒ
ュ
ー
マ
ネ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱

　

代
表
取
締
役　

阿
部
重
利
氏

■
女
性
会
員
交
流
会

　
（
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
）

【
日
時
】
12
月
３
日

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】

　
�

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
会
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
民
謡
踊
り
ほ
か
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梶
田
隆
章
氏

行
事
予
定
／
新
会
員
紹
介

事
業
案
内
・
報
告
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応

こ
ち
ら
中
小
企
業
相
談
所
／
ド
イ
ツ
視
察
団
来
川

か
わ
ご
え
イ
ン
フ
ォ
／
グ
ー
テ
ン･

タ
ー
ク

か
が
や
き
び
と
／
今
月
の
言
葉



　

10
月
22
日
～
23
日
、
当
所
女
性

会
で
は
標
記
大
会
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
金
沢
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

初
日
は
日
本
三
名
園
の
一
つ

「
兼
六
園
」
を
散
策
、続
い
て
「
金

沢
21
世
紀
美
術
館
」
を
視
察
し
、

江
戸
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
兼
六
園
と

現
代
美
術
を
多
く
収
蔵
す
る
同
美

術
館
の
文
化
の
対
比
に
主
眼
を
置

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

視
察
終
了
後
は
金
沢
市
内
で
開

催
さ
れ
た
石
川
大
会
の
懇
親
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
い
し
か
わ
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
47

回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
「
石
川
大
会
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
で
は
、「
能
と
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

な
ど
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
記
念
講
演
会
も
行
わ
れ
、
盛

会
の
も
と
終
了
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
（
会
長
：
栗
原
川
越
会
長
）

は
、
県
内
女
性
会
員
の
相
互
の
連

携
と
自
己
研
鑽
を
目
的
と
し
て
９

月
17
日
に
埼
玉
女
性
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
埼
玉
女
性
セ
ミ
ナ
ー

は
市
内
の
ラ
・
ボ
ア
・
ラ
ク
テ
で

開
催
さ
れ
、
講
師
に
は
テ
レ
ビ
で

も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
料
理
研
究

家
の
コ
ウ 
ケ
ン
テ
ツ
氏
を
お
招

き
し
ま
し
た
。「
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は

じ
ま
る
家
族
の
絆
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
、
健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
「
食

育
の
推
進
」
や
「
食
に
対
す
る
知

識
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
食
に
つ
い
て
あ
ら
た

め
て
理
解
を
含
め
、
ま
た
笑
い
あ

り
涙
あ
り
の
講
演
に
終
始
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

第
47
回

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

「
石
川
大
会
」開
催
報
告

埼
玉
女
性
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催

金沢21世紀美術館にて

講演をするコウ ケンテツ氏

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取

引
先
の
突
然
の
倒
産
時
に
、
あ
な

た
を
守
る
安
心
の
共
済
制
度
で
す
。

　

万
が
一
取
引
先
事
業
者
が
倒
産

し
、
売
掛
金
債
権
な
ど
が
回
収
困

難
に
な
っ
た
場
合
に
、
共
済
金
の

貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
も
し
も
」
の
と
き
の
資
金
調

達
と
し
て
当
面
の
資
金
繰
り
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
中
小
企
業
を

連
鎖
倒
産
か
ら
守
り
ま
す
。

＊
全
国
で
約
30
万
社
が
加
入

＊�

掛
金
は
月
額
５
０
０
０
円
～
20

　

万
円
の
範
囲
内
で
自
由
に
選
択

＊�

掛
金
は
損
金
ま
た
は
必
要
経
費

に
算
入

＊�
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
で
最
高

８
０
０
０
万
円
ま
で
貸
付
け

＊
貸
付
条
件
は
無
担
保
・
無
保
人

＊�

一
時
貸
付
金
制
度
も
利
用
可
能

加
入
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、資
料
請
求
な
ど
は
川
越
商

工
会
議
所
経
営
支
援
グ
ル
ー
プ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
営
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
２
９
）
１
８
５
０

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
で

も
っ
と
サ
ポ
ー
ト
を
！

案内

　

10
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
▲
17
・
５
と
、
前
月
か
ら
▲

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
ほ
ぼ
横
ば
い
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
中
国
の

大
型
連
休
に
伴
い
好
調
だ
っ
た
観

光
関
連
や
住
宅
投
資
の
持
ち
直
し

な
ど
が
下
支
え
す
る
ほ
か
、
一
部

で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
原
材
料
な
ど

の
価
格
下
落
の
恩
恵
を
指
摘
す
る

声
も
伺
え
る
。他
方
、人
手
不
足
や

人
件
費
の
上
昇
、
価
格
転
嫁
の
遅

れ
な
ど
が
足
か
せ
と
な
り
、
業
績

改
善
の
テ
ン
ポ
が
ば
ら
つ
く
中
、

中
国
経
済
の
減
速
や
消
費
者
の
マ

イ
ン
ド
の
鈍
さ
を
受
け
て
、
中
小

企
業
の
景
況
感
は
足
踏
み
状
況
に

あ
る
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
16
・
０
（
今
月

比
＋
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
）と
改
善
す

る
も
の
の
、「
悪
化
」
か
ら
「
不

変
」
へ
の
変
化
が
主
因
で
あ
り
、

実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み
。

　

観
光
需
要
や
住
宅
投
資
の
拡
大

の
ほ
か
、設
備
投
資
、公
共
工
事
の

持
ち
直
し
、
冬
の
賞
与
増
な
ど
へ

の
期
待
感
は
あ
る
も
の
の
、
中
国

経
済
減
速
の
影
響
や
消
費
低
迷
の

長
期
化
を
懸
念
す
る
声
も
聞
か
れ

る
。
先
行
き
の
不
透
明
感
が
増
す

中
、
人
手
不
足
や
人
件
費
の
上
昇
、

価
格
転
嫁
の
遅
れ
な
ど
の
課
題
を

抱
え
る
中
小
企
業
で
は
、
景
気
回

復
や
自
社
の
業
績
改
善
へ
の
確
信

が
持
て
ず
、
慎
重
な
見
方
が
続
く
。

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
横
ば
い
で
推
移
。
先
行
き
も

好
材
料
乏
し
く
、
一
進
一
退
の
動
き
が
続
く

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測
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　「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（マイナンバー法/番号法）」の施行
に伴い、平成28年1月からマイナンバー（以下、「個人番号」と言う）の利用が開始されます。
　ご利用いただいている特定退職金共済制度につきまして、共済契約者（事業主）さまにてご対応いただく内容を
ご案内させていただきます。また、個人番号の利用目的を、従業員、遺族受取人の方に必ずご説明くださいますよ
うお願い申し上げます。

　本制度における個人番号の利用目的は、各種給付金支払における法定調書の作成です。
　収集した個人番号をほかの目的で利用することはできません。

（注1）�解約手当金、遺族給付金の請求事由が発生した場合、給付金額の試算をしますので、当所にご連絡ください。給付額が
100万円を超えない場合、個人番号の提出は不要です。

（注2）�退職給付金、遺族給付金の請求時に必要な退職証明書類や死亡証明書書類などは、従来どおり必ずご提出ください。
（注3）�法人格をお持ちでない個人事業主さまの場合は、「番号申告書」に個人番号をご記入いただき、番号確認書類・身元確

認書類をご提出いただきます。

退職給付金請求の場合
解約手当金請求の場合

（給付額が100万円超の場合）（注1）
遺族給付金請求の場合

（給付額が100万円超の場合）（注1）

ご申告いただく方
と 記 入 書 類

従業員ご本人
「退職所得の受給に関する申
告書」に個人番号を記入

従業員ご本人
「番号申告書」に個人番号を
記入

遺族受取人
「番号申告書」に被共済者、遺族
受取人さまの個人番号を記入

提 出 書 類

・退職通知書兼給付金請求書（注2）

　（退職所得の受給に関する申告書）
・番号確認書類

・解約通知書兼解約手当金請求書
・番号申告書
・番号確認書類

・退職通知書兼給付金請求書（注2）

・番号申告書
・番号確認書類
・身元確認書類

退職給付金請求の場合
解約手当金請求の場合

（給付額が100万円超の場合）（注1）
遺族給付金請求の場合

（給付額が100万円超の場合）（注1）

個人番号申告書類
の 確 認 方 法

「退職所得の受給に関する申
告書」に番号確認書類の個人
番号が記入されていること

「番号申告書」に番号確認書類の
個人番号が記入されていること
また、事業主さまの法人番号
を記入してください（注3）

「番号申告書」に番号確認書
類の個人番号が記入されて
いること

申 告 者 の
身 元 確 認 方 法

申告者（遺族受取人）の氏名
が身元確認書類の氏名と一
致していること

当所への提出書類
・退職通知書兼給付金請求書（注2） ・解約通知書兼解約手当金請求書

・番号申告書
・退職通知書兼給付金請求書（注2）

・番号申告書

①受取人さま ➡ 事業主さま　次のお支払いの場合、以下の書類をご提出いただきます。

②事業主さま ➡ 川越商工会議所　�受取人さまから提出された書類を、事業主さまに番号確認・身元確
認をしていただいた後、当所へ必要書類を提出してください。（注2）

個人番号の取り扱いのポイント

お手続きの流れ

本件に関するお問い合わせ先：会員サービスグループ　☎ 049（229）1830

特定退職金共済制度におけるマイナンバー対応のお知らせ
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ジョブ・カードサポートセンターより 経営者の皆さまへ
連載シリーズ　vol.5

前号では、有期実習型訓練の概要と手続き開始時に必要な書類について
解説しました。
今回は、キャリアアップ助成金の概要について解説します。

有期実習型訓練の活用のお勧め

キャリアアップ助成金を活用できる事業主の主な要件

キャリアアップ助成金
（人材育成コース）

キャリアアップ助成金
（正規雇用等転換コース）

この助成金は、下記のいずれも満たす
場合に支給されます。

Off-JT

助成の内容【（　）は大企業の場合】

助成の内容【（　）は大企業の場合】

● 訓練生の賃金に対する助成

【注3】1人当たりの賃金助成時間数は、1つのコースにつき
1,200時間が限度です。

１人当たり８００円（５００円）／時間

● 雇用保険の適用事業所の事業主。
● 雇用保険の適用事業所ごとにキャリアアップ管理者を配置している事業主。
● 雇用保険の適用事業所ごとキャリアアップ計画書を作成し、都道府県労働局長の受給資格の認定を受けた事業主。
● キャリアアップ計画期間内に労働者のキャリアアップに取り組んだ事業主。
【注1】ここでいう事業主には、民間の事業者のほか、民法上の公益法人、ＮＰＯ法人、医療法人、社会福祉法人なども含まれます。
【注2】不正受給した事業主や労働保険料を納入していない事業主、労働関係法令に違反した事業主、接待を伴う飲食等営業を行う事業主、

暴力団と関わりのある事業主などは、この助成金を受給できません。

● 有期実習型訓練の修了者を正規雇用労働者に
転換する前に、正規雇用等転換コースを活用
することを記載したキャリアアップ計画書を
都道府県労働局（または、ハローワーク）に
提出し、確認を受けていること。

● 有期実習型訓練の修了者を正規雇用労働者に
転換する前に、正規雇用労働者等に転換する
コースを就業規則などで定めていること。

● 有期実習型訓練の修了者を正規雇用労働者等
に転換すること。

● その他の正規雇用等転換コースの要件を満た
していること。【注4】国や都道府県から補助金を受けている施設の受講料や訓

練生の旅費などは、助成の対象外です。
【注5】外部講師の謝金は、１時間当たり３万円が限度です。旅費

や車代、食費、宿泊費などは、助成の対象外です。
【注6】通信講座やe-ラーニングなどは、認められません。
【注7】経費は、支給申請日までに支払いが終了しているものに限ります。

● 経費に対する助成（教材費、外部講師の謝金、施設・設
備の借上料、外部の研修機関に支払う入学料、受講料
など）１人当たりOff-JTの訓練時間数に応じた上限額
１００時間未満：１０万円（7万円）
１００時間以上２００時間未満：２０万円（１５万円）
２００時間以上：３０万円（２０万円）

● 有期契約労働者から
　 正規雇用労働者に転換した場合

有期契約

正規雇用
１人当たり５０万円（４０万円）

● 無期契約労働者から
　 正規雇用労働者に転換した場合

無期契約

正規雇用
１人当たり３０万円（２５万円）

OJT
● 実施に対する助成
１人当たり８００円（７００円）／時間
【注8】1人当たりの実施助成時間数は、1つのコースにつき

680時間が限度です。

【注9】支給限度額（1つの年度の支給額の合計）は、500万円です。 【注10】上記は、平成28年3月31日までに転換した場合の支給額です。

キャリアアップ助成金の概要キャリアアップ助成金の概要

次号では、「有期実習型訓練の申請時に必要な書類」について解説します。
【お問い合わせ】　川越商工会議所　ジョブ・カードサポートセンター　TEL：０４９（２２９）１８５０
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ドイツ オッフェンバッハ商工会議所視察団来川
～友好盟約締結１５周年 さらなる交流を誓う～

　10月29日から31日の３日間、オッフェンバッハ商工会議所視
察団の方々が川越に来訪されました。
　同商工会議所とは、川越商工会議所が創立100周年を迎えた
2000年に友好盟約を締結して以来、毎年ビジネス研修生相互派
遣事業を中心とした交流事業を展開しています。
　今年は友好盟約締結から15周年を迎える年となり、今回はア
ルフレッド・クルート会頭をはじめとした総勢10名の方々がお
越しになりました。
　10月30日に開催した友好盟約締結15周年記念式典の席上で
は、両商工会議所会頭による友好盟約書の調印が行われ、川越
商工会議所・オッフェンバッハ商工会議所のさらなる経済交流
が宣誓されました。
　また、同席上で2008年以降「ビジネス研修生相互
派遣事業」にご協力いただいた企業・ホス
トファミリーの方々に対し、オッフェ
ンバッハ商工会議所・川越商工会議所
より感謝状が贈呈されました。

視察団の皆さまと記念撮影

さらなる交流を誓った友好盟約に調印

両会頭名が入った
友好盟約書

クルート会頭による感謝状授与

意見交換会では、お互いの地域の現状などについて報告を行いました

　滞在期間中は、川合市長表敬訪問、両商工会議
所意見交換会、記念式典など公式行事のほかにも、
プレス工業株式会社 埼玉工場さまでの工場見学や
お茶室見学など、たくさんの交流を図り、31日午
後、東京へ出発されました。
　今回受け入れにご協力いただきましたすべての
皆さまに心より御礼申し上げます。ありがとうご
ざいました。

【感謝状贈呈企業】
（敬称略）

株式会社ジェイコム北関東
株式会社麻友
株式会社ヤオコー
武州ガス株式会社
株式会社サンテックス
株式会社ちふれ化粧品
株式会社木村屋商店
川越プリンスホテル
株式会社マーレフィルター
　　　　　　　システムズ
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iかわごえインフォメーション
4部会から活気のある事業所のコマーシャル！川越商工会議所はドイツのオッフェンバッハ商工会議所と友好盟約

を締結し、さまざまな分野での交流事業を展開しています。
タイトルのグーテン・タークはドイツ語で 「こんにちは」 の意味です。

グーテン・ターク！

utenG ag!TutenG ag!T 会員の皆さまが元気に
コマーシャル！

活気にあふれる

　　　　　　　　　　  は、会員限定の無料情報発信コーナーです。
  　ぜひ一度、貴社を掲載してみませんか？
商品・サービスのＰＲ、新社屋・新店舗のオープン情報、自慢の技、
イチオシの逸品など、貴社のトピックスを何でもご紹介いただけます。
掲載は無料です。ぜひご利用ください。

    グーテン・ターク！

utenG ag!TutenG ag!T お申し込み・お問い合わせ

川越商工会議所 経営支援グループ 会報担当

E-mail
TEL：049-229-1850

： henshu@kawagoe.or.jp

掲
載
社
募集！ ※より多くの会員の皆さまにご利用いただくため、

　１会員１回の掲載とさせていただきます。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
12
月
１
日
か
ら
14
日
ま

で
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
運
動
の

川
越
市
の
重
点
は
「
横
断
歩
道
に

お
け
る
歩
行
者
優
先
の
徹
底
」
で

す
。横
断
歩
道
を
通
行
す
る
際
は
、

歩
行
者
の
横
断
を
妨
げ
な
い
よ
う

に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
、
埼
玉
県
内
の
交
差
点
右

左
折
時
の
歩
行
者
事
故
は
７
５
５

件
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内

の
４
２
４
件
（
56
・
２
％
）
が
右

折
車
両
と
対
向
側
か
ら
の
横
断
者

と
の
事
故
で
す
。
次
に
多
い
の

が
右
折
時
の
巻
き
込
み
事
故
で

２
５
０
件
（
33
・
１
％
）
発
生
し

て
い
ま
す
。
右
折
で
９
割
近
く
の

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
ご
注
意
を
！

　

川
越
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
す
。
今
年
す
で
に
川
越
市
内
だ

け
で
２
億
円
を
超
え
る
振
り
込
め

詐
欺
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
や
息
子
さ
ん
か
ら
お
金

の
絡
む
電
話
が
来
た
ら
ご
注
意

を
。被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
皆「
ま

さ
か
自
分
が
被
害
に
遭
う
な
ん

て
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

も
十
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

冬
の

交
通
事
故
防
止
運
動

川
越
警
察
署

広告募集中

※記載されている料金は１回掲載あたりの料金（税抜）です

川越商工会議所会報
毎月 10 日発行

「CLASSIC」は、約 5,000 社の経営者の手元に
直接届く経営情報誌です。

カ　ラ　ー
・

掲 載 箇 所
モノクロ

・
誌 面 下

カ ラ ー
・

誌 面 下
カ ラ ー

・
裏 表 紙

サ　イ　ズ
（縦×横）㎜ 48 × 180 48 × 180 297 × 197

１ 回 掲 載 24,000 円 38,000 円 114,000 円
年６回掲載 21,600 円 34,200 円 102,600 円
年12回掲載 19,200 円 30,400 円 91,200 円

　

給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
る

方
に
交
付
す
る
源
泉
徴
収
票
な
ど

に
は
、
平
成
28
年
１
月
以
降
も
個

人
番
号
の
記
載
は
行
わ
な
い
と
、

平
成
27
年
10
月
２
日
に
所
得
税
法

施
行
規
則
等
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
税
務
署
に
提
出
す
る
源

泉
徴
収
票
や
、
市
町
村
に
提
出
す

る
給
与
支
払
報
告
書
な
ど
に
は
、

平
成
28
年
１
月
以
降
提
出
分
か
ら

個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
改
正
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
】

Ｑ�

．
な
ぜ
従
業
員
に
交
付
す
る
源

泉
徴
収
票
に
個
人
番
号
を
記
載

し
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
す
か
。

Ａ�

．
本
人
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
源
泉
徴
収
票
な
ど
に
個

人
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
交
付
の
際
に
個
人
情

報
の
漏
え
い
ま
た
は
滅
失
な
ど

の
予
防
の
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
必
要
性
が
生
じ
、
従
来
よ
り

も
コ
ス
ト
を
要
す
る
こ
と
に
な

る
こ
と
や
、
郵
便
事
故
な
ど
に

よ
る
情
報
流
出
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
と
い
っ
た
声
に
配
慮
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、税
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
URLw

w
w

.nta.go.jp

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
記
載
に
つ
い
て川

越
税
務
署

『
経
営
革
新
技
術
講
座
』

１
日
目

◇
平
成
28
年
２
月
13
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

●
講
師

　

鈴�

木
信
行
（
東
洋
大
学 

理
工
学
部 

都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科 

教
授
）

　

野�

原
時
男
（
東
洋
大
学 
知
的
財

産
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

●
講
義
内
容

　

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

中
小
企
業
に
お
け
る
知
的
財
産

戦
略

２
日
目

◇
平
成
28
年
２
月
20
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

●
講
師

　

須
齋　

嵩

　
（
宇
都
宮
大
学 

客
員
教
授
）

●
講
義
内
容

　

�

技
術
経
営
（
М
Ｏ
Ｔ
）
の
意
味

と
重
要
性

※
受
講
料
：
１
講
座（
２
日
間
）

　
　
　
　
　
　

２
万
円

※
募
集
人
員
：
20
名

※
募
集
期
間
：�

　

平
成
28
年
２
月
８
日（
月
）ま
で

※�

詳
細
は
東
洋
大
学
産
学
協
同
教

育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　
URL�http://w

w
w

.toyo.ac.jp/
site/pec/

　

☎
（
２
３
９
）
１
６
４
６

　

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
：

　

tpec@
toyo.jp

中
核
人
材
育
成
講
座

受
講
生
募
集

東
洋
大
学
産
学
協
同
教
育
セ
ン
タ
ー

　

市
内
に
土
地
・
建
物
以
外
の
事

業
用
資
産
（
構
築
物
・
機
械
・
工

具
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
償
却
資

産
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
資

産
に
つ
い
て
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
申
告
期
限　

　

平
成
28
年
２
月
１
日
（
月
）

○
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
越
市
役
所
本
庁
舎
２
階

　

８
番
窓
口
・
資
産
税
課
家
屋
担
当

　

☎
（
２
２
４
）
５
６
８
４

※�eLT
A

X

（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
）
で
の
電
子
申
告
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

申
告
書
は
市
役
所
資
産
税
課
の

ほ
か
、お
近
く
の
市
民
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

川
越
市 

政
策
財
政
部 

資
産
税
課

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）

申
告
の
お
願
い

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
、
償
却

資
産
申
告
書
に
個
人
番
号
ま
た

は
法
人
番
号
の
記
入
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
個
人
番
号
の
場
合
は

身
元
確
認
と
番
号
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
詳
細
は
決

定
し
次
第
、
市
の
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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4部会から活気のある事業所のコマーシャル！川越商工会議所はドイツのオッフェンバッハ商工会議所と友好盟約
を締結し、さまざまな分野での交流事業を展開しています。
タイトルのグーテン・タークはドイツ語で 「こんにちは」 の意味です。

グーテン・ターク！

utenG ag!TutenG ag!T 会員の皆さまが元気に
コマーシャル！

活気にあふれる

　　　　　　　　　　  は、会員限定の無料情報発信コーナーです。
  　ぜひ一度、貴社を掲載してみませんか？
商品・サービスのＰＲ、新社屋・新店舗のオープン情報、自慢の技、
イチオシの逸品など、貴社のトピックスを何でもご紹介いただけます。
掲載は無料です。ぜひご利用ください。

    グーテン・ターク！

utenG ag!TutenG ag!T お申し込み・お問い合わせ

川越商工会議所 経営支援グループ 会報担当

E-mail
TEL：049-229-1850

： henshu@kawagoe.or.jp

掲
載
社
募集！ ※より多くの会員の皆さまにご利用いただくため、

　１会員１回の掲載とさせていただきます。

川越でいちばんエステをしている化粧品店

クレアモールに開業して今年で創業67年。お客さま
のお肌をよりキレイにして、化粧品の満足度をもっと
感じていただくために、14年前よりソニックエステを
はじめました。ソニックは、「肌に優しく・手の心地よ
さに近い」だけでなく、「毛穴洗浄・引き上げマッサー
ジ・コラーゲン注入」の３大トリートメントが一度に
できるスグレもの。初回お試しは1,080円！お気軽に
お問い合わせください。（女性のみ　高校生不可）

お肌とメイクの専門店 おぎの

川越市新富町1-19-3

0120（207）880

049（222）2342

http://www.creamall.net/shop/ogino/

10：00～19：30

水曜日(祝日、第5週は営業）

住所

TEL

FAX

URL

営業

定休

丸広
百貨店
丸広
百貨店

本
川
越
駅

川
越
市
駅

イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー

イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー

地元川越（鯨井）で38年、総合建設会社

当社は、設立昭和52年の、とび土工工事、土木工事、
型枠・鉄筋・一般建築工事の専門の建設会社です。
おかげをもちまして、手がけた物件は6,500件を
超えることができました。これからも手堅い仕事に
心がけ、邁進する所存です。また、川越、鯨井地
区の地域貢献として、小江戸川越ハーフマラソン、
八坂神社（天王様）祭り、流鏑馬（やぶさめ）、盆
踊りなど、これからも積極的に応援してまいります。

司中野建設 株式会社

川越市大字鯨井1480番地1

049（231）0163

049（232）1612

9：00～18：00

日曜・祝日

住所

TEL

FAX

営業

定休

霞ヶ関

上戸

鯨井中

上戸小川越西
文化会館
川越西
文化会館

長福寺

114

39 鯨井中

ほかでは味わえない本格派のテクスメクス料理（ア
メリカのメキシカン）。店内は洗練されたスタイリッ
シュな空間。アボカドをたっぷり使用したディップ

「テーブルサイド・グアカモーレ」や、鉄板で仕上
げたビーフ・シーフードなどの具材をトルティーヤ
に巻いて召し上がっていただくファヒータス、NY
ストリップステーキがオススメ！ 飲み放題プラン
のご用意も。60名までの貸切可能です！

地元食材×カリフォルニア×メキシカンのレストラン

カリフォルニアキッチン W

川越市新富町1-3-5
Actree KAWAGOE 2F

049（223）9108

http://w-cakitchen.com/

11：00～23：00
ラストオーダー22:00

不定休

住所

TEL

URL

営業

定休

本
川
越
駅

川
越
市
駅

イトー
ヨーカドー
イトー
ヨーカドー

丸広百貨店

蔵里蔵里

13

特
集
：
祝
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞 

梶
田
隆
章
氏

行
事
予
定
／
新
会
員
紹
介

事
業
案
内
・
報
告
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応

こ
ち
ら
中
小
企
業
相
談
所
／
ド
イ
ツ
視
察
団
来
川

か
わ
ご
え
イ
ン
フ
ォ
／
グ
ー
テ
ン･

タ
ー
ク

か
が
や
き
び
と
／
今
月
の
言
葉



　
東
京
・
池
袋
出
身
の
早
水
さ
ん

は
、
都
内
で
歯
科
助
手
の
仕
事
を

し
て
い
た
が
、
結
婚
を
機
に
川
越

に
転
居
。
８
年
前
に
、同
社
に「
事

務
系
の
仕
事
が
し
た
い
」
と
入
社

し
た
。

　
し
か
し
、
電
設
資
材
は
そ
れ
ま

で
全
く
無
縁
の
世
界
。
同
社
の
取

扱
品
目
は
、
照
明
器
具
か
ら
ス

イ
ッ
チ
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
電
線
、

ブ
レ
ー
カ
ー
、
電
柱
関
係
、
工
具

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
し
か
も
お

客
さ
ま
は
、
プ
ロ
の
電
気
工
事
業

者
だ
。

　
早
水
さ
ん
の
担
当
は
、
現
金
売

り
の
店
舗
「
ベ
ン
リ
ー
セ
ブ
ン
セ

ブ
ン
」と
営
業
マ
ン
の
補
佐
だ
が
、

当
初
は
膨
大
な
商
品
知
識
と
専
門

用
語
に
付
い
て
い
け
ず
、
お
客
さ

ま
に
怒
鳴
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
だ
っ
た
。「
い
ろ
い
ろ
悩
ん
で

泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
。

　
そ
れ
で
も
努
力
家
の
早
水
さ
ん

は
、
早
く
商
品
を
覚
え
よ
う
と
、

電
話
も
進
ん
で
取
り
、
積
極
的
に

接
客
を
し
た
。「
お
客
さ
ま
が
怖

か
っ
た
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
離

れ
な
い
で
親
身
に
対
応
す
る
よ
う

に
し
ま
し
た
」。

　
徐
々
に
商
品
の
知
識
も
付
き
、

裏
表
の
な
い
明
る
い
性
格
か
ら
社

内
外
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
今
で
は
、
お
客
さ

ま
の
事
情
や
要
求
も
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
困
り
ご
と
を
解
決

し
た
い
、
と
自
ら
動
い
て
い
く
場

面
も
あ
る
。「
ま
だ
ま
だ
覚
え
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

仕
事
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
」
と

言
う
。

　
10
歳
と
７
歳
の
２
児
の
母
で
、

第
２
子
は
入
社
後
生
ま
れ
た
が
、

自
ら
進
ん
で
出
産
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

勤
務
し
、
復
帰
も
早
く
、
周
囲
を

驚
か
せ
た
と
い
う
。
子
育
て
と
の

両
立
は
大
変
だ
が
、「
会
社
に
来

れ
ば
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替
わ
る
」

と
話
す
。
仕
事
に
も
家
庭
に
も
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
毎
日
だ
。

　
会
社
が
大
好
き
だ
と
い
う
早
水

さ
ん
。「
こ
れ
ま
で
以
上
に
お
客

さ
ま
に
お
役
立
ち
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
目
が

輝
い
て
い
る
。

　早水さんは、明るい性格で社内の雰囲気を良く
してくれて、営業面でも助けられています。お客さ
まとの人間関係もしっかり築き、気さくに話がで
きます。もともと何も分からず苦労してやってき
た経験があるから、今の活躍があるのだと思い
ます。わが社の看板ウーマンです。

　
C

LA
SS

IC かがやきびと
　

　
　

　
 

★

き
ら
り
★
と
か
が
や
く

　
　川
越
の 

「
人
財
」 
を
紹
介
し
ま
す
。

★

わか
が
や
き

が

社
の

ひ
と

かがやきびとさま前略

明
る
さ
と
努
力
で
信
頼
得
る

牛山電工株式会社
社  長

事業内容:

TEL：049（224）5331
川越市問屋町6-1

電設資材総合卸
従 業 員:64名

事業所・営業所・店舗

よりメッセージ吉田忠将さん

川越地場大手の電設資材卸業、牛山
電工株式会社。川越バンテアン（卸団
地）内の本社営業所兼店舗で接客を
担当する早水美和さんは、多様な商
品を扱う職場で努力して知識を習得
した。持ち前の明るさでお客さまに親
しまれ、信頼も得て、仕事を存分に楽
しんでいる。

牛山電工株式会社

さん(37)早水 美和

上尾、朝霞、東松山、熊谷、
さいたま、草加
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今月の 言葉

　書道家。1976年生まれ。星野女子高校、文化学園大学服
装学科卒業。日本の書道の素晴らしさや小江戸川越の魅
力を伝えるため「世界書紀行」プロジェクトを立ち上げ、世
界10カ国以上で書道パフォーマンスやワークショップを展
開して発信。海外メディアで高い評価を得る。現在、川越市
内の眞墨書道教室で書の指導をしながら、広告題字や筆
文字ロゴ、企業向け書作品も多数手がける。川越市在住。

〒350-8510 川越市仲町1-12 川越商工会議所 会報「CLASSIC」読者窓口 宛

【応募方法】

①クロスワードパズルの解答  ②会報「CLASSIC」に対する感想・意見など
③氏名  ④住所  ⑤電話番号  ⑥事業所名

【応募先】

※当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせていただきます。
※ご応募された方の個人情報は、当選者の選定・発送以外には使用いたしません。

12月28日（月）到着分まで

E-mail：henshu@kawagoe.or.jp

◎正解者の中から３名さまに 『1,000円分の図書カード』 を差し上げます。

ハガキ、またはメールに

を明記し、下記までご応募ください。

【応募締切】

コラ職員 ム
　12月に入り、街中クリスマスの雰囲気ですね♪
　わが家でも毎年、庭の垣根にはLEDライトを巻き付け、
トナカイなどのイルミネーションを飾り、玄関前がとても明
るくにぎやかになります！ところが家の中からはほとんど
見えず、しかも通り沿いではないため、誰のためのイルミ
ネーションなのか…。毎年アイテムも増えて派手派手しく
なって、自己満足している鈴木家です…今年も例年同様
に頑張っています（笑）［鈴木（朋）］

矢部 澄翔
べや

書 家〈揮毫〉
ちょうしょう

　もともとは宗教的な言葉であったとされているこの言葉ですが、現代では
「ある物事に没頭する」という意味で広く使われているのをよく見聞きします。
　今年を振り返ると、増え続ける外国人観光客が話題になったり、オリン
ピックコンサート2015をウェスタ川越で開催したり、オッフェンバッハ商工会
議所の視察団が来川したりと、まさに「グローバル三昧」な１年になりました。
　皆さまはどんな１年を過ごされたでしょうか。
　来年も地域の皆さまのお力添えをいただきながら、地域の皆さまからも、
そして世界からも評価される都市になることを夢見て、会頭職に尽力してい
きたいと強く思っています。

会頭　立原 雅夫

〈会頭からのメッセージ〉

「三昧」

著作権記事
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科学力向上とグローバル人材育成に注力
埼玉県立川越高等学校

川越商工会議所 会報
かわごえ[クラシック]
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http://www.kawagoe.or.jp/

地域から世界 に  ともに未来を拓こう

・お肌とメイクの専門店 おぎの
・司中野建設（株）
・カリフォルニアキッチン W

○わが社のかがやきびと
早水美和さん／牛山電工株式会社

○グーテン・ターク！
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